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　　　大空に放された

　　　　　　　　メツセージ！

　5月3日、新成人を迎えた皆さんの希望や

夢を乗せたメッセージが大空高くまいあがり

ました　　　。
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ゴミなどの投げ捨てしてはいけません！

7月1日よワ『中里村空壱缶等授け捨て

　　防止に関蜀る条例』”施行宣れま冒

鍵麟欝

　
　
　
・
、
覇
難
繊
藻
櫨
轟
・
鞭

鐵
、
態
雛
懇
議
．
覇
雛

灘
蒙
灘
蒙
灘
嚢
灘
．
讐
　

　
3
月
に
行
わ
れ
た
平
成
9
年
度
第
1
回
中
里
村
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
7
月
1
日
に

施
行
す
る
こ
の
条
例
は
、
村
、
村
民
等
、
事
業
所
及
び
占
有
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
空
き
缶

等
の
投
げ
捨
て
の
防
止
並
び
に
適
正
な
処
理
、
管
理
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
美
化
及
び

資
源
の
有
効
活
用
を
促
進
し
、
快
適
な
生
活
環
境
並
び
に
村
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
容
は
多
少
異
な
る
も
の
の
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
に
関
す
る
条
例
を
十
日
町
市
、

川
西
町
、
津
南
町
も
制
定
し
、
広
域
的
な
連
携
の
も
と
で
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
を
な
く
そ

う
と
す
る
防
止
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
に
罰
則
規
定
は
な
い
も
の
の
勧
告
、
命
令
、
公
表
の
3
段
階
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
具
体
的
に
は
、
村
民
等
、
事
業
者
、
占
有
者
な
ど
に
次
の
よ
う
な
責

任
と
義
務
を
条
例
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

閥
獄
髭
等
凶

塗
、
家
庭
熱
欝
霞
墜
盤
毬
慧
懸
艶
墾
き
鐙
等
懇
鋳
叢
帰
斡
．
叉
ぽ
麟
醸
審
難
縫
鞭
審
繊
霧
滋
』

　
葱
滋
漢
爆
、
環
境
美
猫
磁
努
繊
讐
醗
漏
磯
鞍
齢
　
麟
樋
。

馨
、
霞
麟
懸
の
身
近
懸
地
域
騰
お
轍
難
溝
擬
溝
動
の
樂
麓
礫
鍵
蜜
き
鐙
等
醗
欝
糞
源
継
磁
灘
峯

　
め
葛
謹
趨
懇
磁
、
縁
螺
叢
施
灘
葛
施
策
磁
協
灘
鶴
懸
瞳
燕
縷
鞍
壌
麟
麟
．

燃
事
業
考
】

1
、
灘
嬢
実
施
奮
る
環
境
美
鴛
磁
関
灘
難
施
策
磁
協
力
襲
鞍
麟
燕
縷
麟
趨
糠
臓
、

2
．
事
業
溝
動
磁
漢
類
獲
盤
纏
巻
謹
み
の
敵
魏
の
防
進
及
撰
藩
資
源
縄
の
擬
逡
難
黙
縫
灘
難
．

　
養
磁
離
露
る
環
境
美
舵
慧
識
の
啓
発
磁
努
め
姦
ぽ
灘
ぽ
懸
麟
癒
麟
．

＄
、
容
羅
入
駿
飲
食
料
懇
販
売
塗
葛
嚇
売
業
養
ぽ
．
消
費
巻
磁
難
穫
釜
の
審
雛
の
敵
魏
隣
鑑
・

　
磁
つ
麟
驚
の
啓
発
を
行
う
と
と
懇
庭
．
鮫
売
繍
巻
場
蕨
猷
薗
勤
籔
灘
機
慧
灘
灘
騨
灘
灘
鞭
．

　
容
雛
懇
設
嫉
る
瀬
馨
、
謬
灘
愚
敵
裁
惑
継
鞍
鱒
諜
蟄
ぞ
の
矯
遊
の
環
境
羨
猫
鷺
綴
購
滋
鐵
．

　
轟
庭
管
理
し
類
ぽ
翻
ば
薮
趨
類
騨
、

闘
霞
宥
者
等
】

歪
、
村
鑓
築
施
塗
る
環
境
美
霜
磁
関
灘
る
施
策
罐
協
力
鞍
癒
ぽ
撚
縷
麟
齢
嚢
聯
、
．

建
、
露
蕎
じ
叉
は
管
理
塗
る
土
地
及
び
建
鞠
の
適
獲
懸
欝
理
等
泌
要
癒
溝
鷺
懇
講
獲
瓢
憲
鎌
鳳

　
巻
不
法
に
投
棄
さ
総
毅
麟
よ
う
に
ず
る
逡
超
懇
磁
、
謬
謬
懇
投
棄
懸
舞
滋
継
き
犠
麟
鑛

　
溝
掃
鞍
、
当
該
畿
地
及
が
建
　
鞠
の
環
境
美
化
磁
努
め
鞍
嫉
舞
ぽ
凝
麟
麟
騨
．

懸
投
ぱ
捨
て
の
禁
嚢
】

玉
、
村
舞
等
は
、
窒
灘
欝
等
を
投
ば
捨
懇
て
は
塗
ら
鞍
麟
、

2



劃鑛鑓麟
聯講灘醗霧、馨妻聯齢獲騨麟甕鐵禁難驚謹藻馨韓轍罐欝辮灘簿麟警簿謙灘璽灘

繰懸図難灘め滋鱗嚢蟹隈幾獲鷺灘蓬幾騨聯難謬．盤鰭蕎i難璽薗嬢．簸鞭欝難

の設置及び管理等の措置をとるよう勧告することができる，

犠i懸羅籔
灘簿灘繋嬢i馨縣灘鐙灘灘灘麟灘襲鞘馨の鍵灘醸鍵簿難鎌灘識灘・鑓醗欝難』萎

めそのi勧糞灘従麟縦慧葱墓巻講欝る叢差がで港る。、r

　　　
灘蕪難
難鑛響灘輔羅翻纏響繊羅羅鶴癬澱購瀦
灘欝蒙灘難謹蓬騨欝き羅．

公表は．粒掲承板または、広報で公表するとになり「ます。

　
条
例
に
は
前
記
の
責
任
と
義
務
を
謳
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
事

業
者
の
3
」
及
び
「
投
げ
捨
て
の
禁
止
」
に
違
反
し
た
者
に
対

し
て
は
、
次
の
よ
う
な
勧
告
・
命
令
・
公
表
を
行
い
ま
す
。

’
▼
事 業所は、自動販売機の横には

　空き缶入れを設置。

▲道行くドライバーに「ゴミを持ち帰えりましょう」と

呼びかける住み郷役員

健縫羅の麗語の説明1

窒き鑑等叢蜜き藩、空き窺、食晶容器懸の他の審雛、紙く横．だぽ愚の吸輪殻、その他廃棄物。

村展等翻薄民、滞獲者及び旅行等磁離難樽懇遍過鱗る者を樋繍まiす。・

事業讃鰭糧内懲欝業活動懇営鞍嚢、

霞欝議等叢髭地叉は建物懇歯蒸鑑1．叉ぽ管理鋤蕎者。

3 広報なかさと　　　平成9年5月10日



難
勲冨

齢

平成9

　
4
月
1
7
日
㈲
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
村
政
功
労

者
の
表
彰
が
村
政
事
務
嘱
託
員
会
議
の
開
催
に
先
立
ち
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
謙
彰
き
れ
た
二
人
は
、
社
会
福
祉
功
労
表
彰
の
廣
田
謙

欝
懸
難
糠
麓
遁
山
）
と
自
治
功
労
表
彰
の
高
野
荘
一
さ
ん

鱗
欝
優
簸
懇
雛
。
『
『

　
廣
田
さ
薦
麟
．
繰
護
司
と
し
て
昭
和
5
5
年
1
2
月
～
平
成

8
年
9
月
ま
で
纏
鷲
隼
9
か
月
ご
活
躍
さ
れ
、
内
、
召
0

63

年
1
0
月
～
平
威
8
集
9
月
の
間
、
中
里
村
分
会
長
を
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
野
さ

ん
は
、
役
場
職
員

と
し
て
昭
和
3
7
年

4
月
～
平
成
5
年

3
月
ま
で
の
31
年

間
勤
め
ら
れ
、
ま

た
、
平
成
5
年
4

月
～
平
成
9
年
3

月
ま
で
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施

設
長
と
し
て
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
ミ
オ
ン
の
湯
け
む
り
」
を
発
表

　
4
月
2
3
日
㈱
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

に
お
い
て
、
約
5
0
人
の
関
係
者
が
集

ま
り
「
ミ
オ
ン
の
湯
け
む
り
」
の
歌

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
の
作
詞
は
井
ノ
川
正
平
さ

ん
（
上
山
）
、
作
曲
は
野
田
晋
作
さ
ん

（
宮
中
）
、
編
曲
は
中
林
久
明
さ
ん

（
十
日
町
市
）
、
そ
し
て
唄
を
歌
っ
た

人
は
石
沢
満
さ
ん
（
荒
屋
）
で
す
。

　
こ
の
歌
は
、
ミ
オ
ン
に
親
し
み
、

郷
土
の
歌
を
皆
が
歌
え
る
よ
う
に
演
、

歌
調
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
編
曲
を
行
っ
た
中
林
さ
ん
は
「
詞

も
曲
も
大
変
良
く
で
き
て
お
り
、
苦

労
な
く
す
ん
な
り
編
曲
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ミ
オ
ン
の
湯
け
む
り
」
は

4
月
2
7
日
に
行
わ
れ
た
「
つ
く
し
祭
」

で
一
般
に
初
め
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
歌
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
で
販
売
さ
れ
て
お
り
｝
本
1
、
0

0
0
円
で
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
、
ミ
ヤ

ミ
ャ
書
店
で
お
求
め
で
き
ま
す
。

糟醐　　　『　『　，　　　　　一　　　『　『　1　－　　－　　　■　　　　一　一　一　『

診．苗
場
お
4
ー
妃
　
和
奪
響
マ

黄
桜
O
丘
　
花
U
ら
く

花
見
O
宴
叱
　
に
響
わ
い
マ

ミ
オ
し
O
ゆ
け
む
り
　
架
つ
菊
隻
く

君
O
面
影
ー
O
が
り
り

炎
え
3
太
陽
　
阿
寺
山

入
取
ば
涼
風
　
下
わ
や
わ
に

祭
り
O
花
火
　
遠
く
み
マ

君
待
）
、
≧
オ
ン
O
　
湯
O
わ
お
q

今
宵
⑦
誓
“
　
い
）
奮
．
マ
妃

紅
葉
○
叱
え
｝
鷹
の
巣
は

大
河
に
紅
の
　
影
流
ー

苗
場
O
山
は
　
は
や
白
く

今
宵
ミ
オ
し
O
　
湯
O
宿
で

待
）
ぱ
愛
ー
き
　
君
φ
影

降
り
積
む
雪
は
　
野
叱
山
叱

深
く
静
嚇
に
　
包
み
込
む

河
⇔
瀬
音
t
　
絶
、
入
マ
な
く

湯
け
む
り
深
き
　
、
ζ
オ
ン
φ
湯

二
人
の
影
は
　
春
蓄
待
ー

4



癖

難養
　騒

　
4
月
2
7
日
㈲
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お

い
て
、
中
里
芸
能
協
会
主
催
の
「
第

6
回
つ
く
し
祭
」
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
く
し
祭
に
は
観
客
5
4
0
人

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
た

踊
り
や
歌
に
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し

た
。
　
ま
た
、
今
回
は
特
別
企
画
と
し
て

富
山
県
八
尾
町
の
「
民
謡
お
わ
ら
保

存
会
」
の
皆
様
を
む
か
え
て
、
越
中

お
わ
ら
節
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆

さ
ん
も
堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

瑚

譲

騰
鱒

騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷　　　　　　　　　　　　　　　　　千　　　　　　　　　　　　　　　」・
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　ス　　　　　　　　　ー　　　　　　　謡　　　　　　籔　　　　繋
　　灘繊信濃川河岸段丘ウォ

　
4
月
2
9
日
、
第
1
0
回
を
む
か
え
た
信
濃
川
河
岸
段

、
丘
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
の
7
時
に
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
ス
タ
ー

ト
す
る
B
コ
ー
ス
に
は
、
8
0
人
が
参
加
し
、
ス
タ
ー

ト
前
に
は
村
民
体
育
館
で
出
発
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
　
出
発
式
で
は
上
原
教
育
長
が
「
皆
さ
ん
が
全
員
、

元
気
に
小
千
谷
に
着
く
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
」
と
あ

獺
懸
顯
．
懸
め
後
、
参
加
者
を
代
表
し
て
小
千
谷
市

麟
畷
簿
雛
騨
慧
灘
が
宣
誓
を
行
い
参
加
者
は
元
気
よ

く
グ
ラ
ン
欝
懇
灘
汐
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
B
コ
蒙
灘
繕
グ
ラ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
J
R

の
宮
中
取
水
國
懸
麹
り
信
濃
川
左
岸
沿
い
を
歩
い
て

小
千
谷
ま
で
㊨
凝
聯
の
コ
ー
ス
で
参
加
者
は
マ
イ
ペ

ー
ス
で
春
の
景
色
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

一．．＿．．．輩塞塞簑鐵嚢謹鐵蟻髄，肇
轄”

平成9年5月10日広報な：かさと5



黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

～
短
歌
の
朗
詠
声
高
ら
か
に
～

　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
、
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
黄
桜
の
満
開
の

中
、
「
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
」
の
短
歌

の
朗
詠
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
短
歌
は
、
、
年
々
多
く
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
今
年
は
71
人
の
皆
さ
ん
か

ら
1
9
6
首
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
樋
口
収
入
役
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

村
長
賞
、
観
光
協
会
長
賞
、
特
選
2

作
品
、
入
賞
1
0
作
品
の
短
歌
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
表
彰
の
後
、
選
者
で

あ
る
柳
照
雄
先
生
、
小
海
ヨ
ネ
子
先

生
よ
り
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
貝
野
吟
詠
会
に
よ
る
短

歌
の
朗
詠
が
声
高
ら
か
に
黄
桜
の
丘

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
の
開

会
に
先
立
ち
、
昨
年
結
成
さ
れ
た
中

里
村
交
通
安
全
協
会
の
「
黄
桜
隊
」

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
隊
員
を
代
表
し

て
上
村
浩
子
隊
長
が
「
全
国
に
名
の

知
れ
て
い
る
黄
桜
の
名
前
を
頂
き
交

通
安
全
の
運
動
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
」
と
あ
い
つ
さ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
川
西
町
三
領
　
　
水
品
　
律

朝
霧
の
晴
れ
て
き
ら
め
く
春
の
陽
を
流
れ
に
砕
き
澄
む
信
濃
川

　
　
十
日
町
中
条
下
町
樋
熊
キ
ョ
イ

ひ
た
ぶ
る
に
過
ぎ
行
く
時
の
惜
し
か
り
き
目
を
閉
じ
て
聞
く
黄
桜
の
朗
詠

　
　
十
日
町
山
谷
　
　
丸
山
　
ト
キ

遠
き
日
に
華
半
開
と
書
き
く
れ
し
君
は
こ
の
黄
桜
み
ず
に
逝
き
た
り

　
　
中
里
村
上
山
　
　
涌
井
　
タ
カ

黄
桜
と
う
た
朗
詠
の
祭
り
待
ち
弥
生
の
丘
は
芽
吹
き
は
じ
め
る

　
　
津
南
町
上
郷
寺
石
　
　
小
林
ミ
ツ

行
き
づ
り
の
交
り
な
れ
ど
胸
に
し
む
黄
桜
の
丘
に
て
く
み
交
す
酒

　
　
十
日
町
市
下
川
原
町
　
高
橋
み
ゆ
き

今
し
ば
し
花
愛
で
き
た
に
降
り
初
め
て
黄
桜
の
丘
去
り
が
た
く
ゐ
る

　
　
十
日
町
市
田
中
町
本
通
り
　
蕪
木
し
ず
い

黄
桜
の
盛
り
の
花
を
見
ぜ
た
き
と
思
う
の
み
に
て
母
を
逝
か
し
む

　
　
十
日
町
市
姿
第
一
　
　
金
沢
　
貫
蔵

鷹
の
巣
の
紅
葉
称
え
し
学
校
の
校
歌
唄
い
し
日
の
は
る
か
な
り

　
　
十
日
町
市
春
日
町
二
丁
目
　
根
津
　
孝
次

こ
の
年
の
花
を
見
む
と
て
ひ
と
し
来
し
黄
桜
の
丘
明
る
き
真
昼

☆
村
長
賞

　
　
　
中
里
村
小
原
　
　
広
田
タ
マ
子

　
囲
ひ
木
の
縄
を
解
か
れ
て
い
っ
ぜ
い
に
丘
の
黄
桜
春
の
枝
張
る

☆
観
光
協
会
長
賞

　
　
　
中
里
村
山
崎
　
　
廣
田
　
マ
ツ

　
わ
れ
も
植
ゑ
し
手
ご
た
へ
確
か
年
毎
に
丘
の
黄
桜
花
芽
を
増
し
ぬ

☆
特
　
選

　
　
　
津
南
町
小
島
　
　
涌
井
　
正
男

　
黄
桜
の
花
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
日
だ
ま
り
に
鳥
影
も
な
き
今
朝
の
し
ず
も
り

　
　
　
中
里
村
荒
屋
　
　
杉
谷
　
ミ
サ

　
霧
流
る
る
大
川
ゆ
き
し
渡
し
舟
櫓
を
こ
ぐ
音
の
遠
き
ま
ぽ
ろ
し

☆
入
　
賞

　
　
　
中
里
村
新
屋
敷
　
阿
部
キ
ョ
イ

　
黄
桜
の
丘
と
名
づ
け
し
人
は
い
ま
遠
世
の
あ
り
ぬ
花
咲
き
盛
る

　　　　　釜　　轡灘

ク蕪
灘
列
ン
ン
プ
シ
ー
Ψ
財

雛フ

さ
あ
ー
い
っ
ぱ
い
釣
る
ぞ
！

　
5
月
3
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
七
ツ

釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
。
オ
ー
プ

ン
の
午
前
9
時
に
は
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
盛
況
で
し
た
。

　
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
う
釣
場
で

ほ
、
竿
の
先
を
見
る
真
剣
な
目
が
印

㎜
『
象
的
で
し
た
。

　
釣
り
人
に
釣
れ
て
い
ま
す
か
と
尋

．
ね
て
み
た
ら
「
型
の
い
い
の
が
釣
れ

て
い
ま
す
よ
」
話
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
半
の
3

日
～
5
日
に
は
多
く
の
人
出
で
賑
わ

い
そ
う
で
す
。

6



　
5
月
3
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り

ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
「
平
成
9
年

度
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
9
7
名
の
方
が
成
人
を
迎

え
ら
れ
、
8
6
名
の
方
が
式
に
出
席
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
山
本
村
長
は
「
人
と
の
出

合
い
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
き

ま
す
出
合
い
を
大
切
に
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
村
を
良
く
す
る
に
も
若

い
人
の
考
え
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
上

村
県
議
、
齋
喜
議
会
議
長
、
藤
田
教

育
委
員
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
成
人
を
代
表
し
て
南
雲
千

佳
さ
ん
が
「
2
0
歳
に
な
っ
て
誰
よ
り

も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

両
親
で
す
。
こ
れ
か
ら
両
親
や
社
会

の
期
待
に
担
い
、
自
分
自
身
に
き
び

し
く
、
責
任
を
も
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
行
い
式
典

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
実
行
委
員
会
の

企
画
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
中
里
中

学
校
時
代
の
恩
師
を
囲
み
、
お
話
を

聞
い
た
り
、
場
所
を
移
動
し
て
「
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
」
で
桜
の
木
（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。
記
念
行
事
の
最
後
に
は
、
2
0

歳
の
希
望
や
夢
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ

し
て
ス
イ
ト
ピ
ー
の
種
を
乗
せ
た
風

船
が
大
空
に
放
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

難

式辞を述べる

山本村長

謝辞を行なう

南雲千佳さん

講鷺襲
　　一～．謎

　
　
　
ぬ
ヂ
ゑ
ビ

　
簸
戴
灘

　
．
灘

講
「
撒

　
　
　
　

癒
識
講
灘
嚢

熱
獣
叢

斡
議
麟

　
　
、
想
蒙
護

　
ン
ぬ
お
き
　

囎
灘
講

灘
縄
羅

欝
総
簸
、
　
、

難
鍍
麗
鰯

難
蹴
覇
、

平成9年5月10日広報なかさと7



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

眺
翅
，

高橋潤くん（1歳）⑫
哲夫・良美さん夫妻の2男（倉俣）

　家を中を飛び回る元気な潤くん

は、お姉ちゃんと仲良く遊んでい

ます。ニコッと笑ってくれる愛想

のいい潤くんですが、最近は少し

恥ずかしがりやになってきたんだ

そうです。食べ物が目の前にある

と手を出してしまうという潤くん

は、何とウメボシを苦にせず食べ

ちゃうんです。お田さんは．潤く

んに「たくましく育ってほしい」

と願っていました。

麗
獲
蜘
離
覆
薪
潟
県

麟
鐡
響
糠
謙
翼
繰
用

検
査
雛
織
覇
灘

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
新
潟

県
の
教
員
を
志
望
す
る
意
欲
あ
る
優

秀
な
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
願
の
所
定
用
紙
は
、
次
の
場
所

に
お
い
て
直
接
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
教
員
採
用
願
書
等
請
求
」

と
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
形
2

号
に
1
9
0
円
切
手
を
は
り
、
郵
便

番
号
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
9
5
0
　
新
潟
市
新
光
町
4
一
1

・
教
育
庁
義
務
教
育
課
管
理
係

　
岱
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
5
6
・
3
8
5
7
）

・
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課
管
理
係

　
姪
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
7
9
・
3
8
8
0
）

　
な
お
、
次
の
場
所
で
も
直
接
交
付

い
た
し
ま
す
が
郵
送
に
は
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。

・
上
、
中
、
下
越
の
各
教
育
事
務
所

・
新
潟
県
東
京
事
務
所

・
新
潟
県
大
阪
育
事
務
所

　
詳
し
い
こ
と
は
、
前
記
の
管
理
係

に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

鷺
難
霧
嚇
蒙
1

　
　
　
　
溝
鐵
灘
羅

◆
募
集
期
間

　
5
月
9
日
～
6
月
B
日
ま
で

◆
受
験
資
格

　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
51

年
4
月
1
日
ま
で
間
に
生
ま
れ
た
人

で
4
年
制
大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
、

平
成
1
0
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
警
察
署
ま
た
は
、
交
番
・

駐
在
所
ま
で

嘉
業
癒
翻
議
業
韮
や

　
　
　
灘
鐵
鷺
撫

　
　
　
　
　
鐵
繍
灘
灘
へ

　
労
働
省
委
託
事
業
の
健
康
相
談

（
無
料
）
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。◆
相
談
日

　
5
月
21
日
㈱
　
7
月
1
6
日
㈱

　
9
月
1
7
日
㈱
　
n
月
1
9
日
㈱

　
1
月
2
1
日
㈱
　
3
月
1
8
日
㈱

◆
時
　
間

　
　
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時
30
分

◆
会
　
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
主
な
相
談
の
内
容

・
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
肥
満
、
糖

　
尿
病
な
ど
で
お
困
り
の
方

・
健
康
診
断
の
結
果
の
見
方
が
わ
か

　
ら
な
い
方
、
ま
た
、
そ
の
結
果
が

　
気
に
な
っ
て
悩
ん
で
い
る
方

・
成
人
病
予
防
は
、
な
に
か
ら
始
め

　
た
ら
よ
い
か
？

Q
＆
盛

…
建
額
以
羅
の
匙
き
嶽
濃
熟
鞠
講
礁
藩
、

ゆ

㎜
認
さ
瓢
耗
ば
免
除
慈
舞
謙
撲
．

け

㎜
糞
学
生
の
保
険
料
艶
除

ゆ
｝
　
掌
生
の
場
糞
滋
ぽ
特
別
の
灘
除
墓
．

ゆ

｝
準
が
建
め
鞍
羅
懇
繍
鶴
雛
．
嗣
羅
溺

り“∞

別
居
熱
、
圏
饗
立
翻
私
盤
璽
欝
鐵
灘

ゆ

一
癒
8
磁
よ
類
羅
．
保
険
料
鱗
灘
際
繕

り

｝
塗
る
親
の
漸
欝
額
の
墓
準
嬢
驚
鞭
難

い

｝
藏
葱
騨
蒙
す
。

の

｝
◎
発
除
惑
瓢
縫
叢
き
姦
墜
取
扱
雛

り

｝
・
最
低
麗
隼
の
受
給
資
鵜
翻
闘
ぽ

ゆ

｝
　
　
糞
算
慧
為
譲
騰
。

り

｝
・
隼
金
額
懇
誹
算
灘
巻
蓬
き
ぽ
』

ワ

皿
　
　
謙
算
の
繋
象
期
閥
薩
鞍
璽
懸
雛

ゆ

一
　
蹴
．
そ
の
期
閥
発
の
礁
幾
額
ぽ
．

り

皿
　
保
険
料
懇
納
め
鑓
場
奮
の
籔
搬
璽

り

皿
　
1
の
金
額
磁
鞍
姿
象
蝶
。

ぴ

一
・
保
険
料
の
追
納
は
’

り

…
　
　
免
除
さ
れ
驚
保
険
料
ぽ
麹
欝
霧

ロ

㎜
　
で
さ
か
の
ぼ
蓼
羅
追
納
難
き
藻
載
．

る

㎜
　
驚
だ
し
、
免
除
さ
燕
艶
当
薩
の
保

け
｝
　
険
料
磁
繭
定
の
率
懇
掛
慰
艶
金
額

り
“
　
磁
薮
駿
ま
す
。

仰

8

　
　
　
　
　
国
民
隼
一
金

　
　
　
　
経
済
的
な
理
由
懲
保
険
料

　
　
　
を
払
う
の
が
夫
変
懇
す
。
今

後
払
え
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
観
ま

鋭
か
？
、

　
　
　
　
や
む
を
鴛
陰
輪
場
合
、
常

　
　
　
講
に
よ
η
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
が
あ
o
ま
す
。
払
え
鞍
恥

か
ら
と
放
っ
て
お
く
と
そ
の
鋼
闘
は

保
険
料
の
滞
納
と
旗
婆
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
癒
く
鞍
る
蓬
と
も
あ
璽

ま
す
、
国
民
年
金
窓
ロ
《
ざ
相
談
く

だ
さ
輪
◎

免
除
に
は
次
の
3
つ
鑓
あ
麓
讃
輩
。

★
法
定
免
除

　
生
活
保
護
法
庭
よ
る
生
活
扶
跡
を

受
け
て
い
る
と
き
や
障
害
墓
礎
年
金

を
受
け
て
恥
る
と
き
、
窓
園
磁
届
け

る
ご
と
で
そ
の
保
険
料
溺
免
除
さ
れ

ま
す
。

★
申
請
免
除

　
所
得
が
癒
い
と
き
や
地
方
税
法
上

の
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
鐙
所
得
が
一

羅謙闘難萎麟総鱗
◆期　日　5月18日（日）

◆会　場　中里村民球場

◆日程
少年野球親善試合開始…15：00

〔藩齢ゼントの当たる〕

開幕式……………17：30
開幕試合開始…・………・・18：00

（ボンバーズ対タイガース）

◆期　日　6月1日（日）

　
　
　
　
0

　
　
　
　
0

　
　
　
　
ロ
　
　
ロ

　
　
　
校
9

　
　
　
学
”

場
校
中
”

球
学
条
…

民
中
中
式

村
北
町
会

里
岡
日

中
長
十
開

場
校
　
　
程

　
待
会
招
　
　
目

◆
　
◆
　
　
　
◆

試合開始………9：30～



・
そ
の
他
医
療
全
般
に
つ
い
て
の
ご

　
相
談

◆
申
込
及
び
連
絡
先

　
十
日
町
広
域
圏
地
域
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
（
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師

会
事
務
所
内
）

a
・
F
A
X
5

2
1
5
9
8
0

成
金
識
螂
練

ご
協
か
総
欝
韓
∴
！

　
次
に
よ
り
成
分
献
血
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
1
人
当
た
り
3
0
分
～
4
0
分
か

か
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
5
月
2
0
日
ま
で
に
民
生
課
保
健

衛
生
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
期
目
　
5
月
2
3
日
㈹

◆
受
付
時
間

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
0
時
3
0
分

　
午
後
1
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

ゑ
ヨ
　
ヨ
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
コ
コ
ヨ
カ
ヨ
コ
　
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
コ
ヨ
ジ

聡
雛
綴
　
　
、
翻

嚢
雛
瀬
麗
顛
難
講
鰻
　
㎝

皿
鐵
鍛
縷
蟻
籔
獺
鐵
選
醸
纏
㎝

皿
　
　
　
懇
魏
撰
麓
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一

ノロロロしロロロロロロロロロロロロロロ　ロロロロロロロしロロロロロドロロロロロロロしコロロロロロじロロドコ
ノ

1◆期　　間　5月25日（日）～30日働
ロ

1◆区　　間　森宮野原駅～十日町駅間
ロ

1◆運休列車

1　上り　越後田沢駅発　10：20と13：28
1　下り　　　〃　　　11：12と14：20
ロ

1◆バスによる代行運転時刻
ド

1　※停留所は正津屋さん前です。

1　上り　10：20（2便）と13：34（4便）
1　下り　11：26（1便）と14：33（3便）
、簡一一騨一一一一聰一剛一一一・一一一一一一一一＿一鳴一．一一一一幽＿一鞠－輌一鱒一騨、

手
瀟
灘
鐵
擁

に
ッ
窯
灘
灘
　
覇
雛
欝
解

「
シ
マ
講
．
撒
鑑
灘
懸
日
町

　
シ
ャ
ン
テ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
歌

声
と
い
う
意
味
。
「
障
害
は
マ
イ
ナ
ス

だ
け
じ
ゃ
な
い
」
「
耳
が
聞
こ
え
な
く

て
も
音
楽
は
楽
し
め
る
」
を
テ
ー
マ

に
保
育
園
・
学
校
・
老
人
ホ
ー
ム
と

活
動
範
囲
は
広
い
。

　
ま
た
、
9
5
年
に
放
映
さ
れ
た
「
手

話
で
ロ
ッ
ク
を
聞
か
せ
て
」
は
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
優
秀
賞
を
受
賞
。
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
県
内
で
は
初
。

◆
目
時
6
月
2
8
日
㈲

　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
4
時

◆
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0

◆
入
場
料

　
　
前
売
り
券
　
1
、
5
0
0
円

　
　
当
日
券
　
　
1
、
8
0
0
円

　
　
　
※
中
学
生
ま
で
無
料

　
前
売
り
券
は
中
里
村
総
合
セ
ン
タ

ー
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
ビ
譲
霧
璽
礫
套
！

　
シ
ャ
ン
テ
を
取
り
上
げ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
i
「
手
話
で
ロ
ッ
ク
を
聞

か
せ
て
」
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
！
ま
た
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
し
も

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
十
日
町

青
年
会
議
所
（
57
1
5
1
1
1
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
目
時
5
月
2
5
日
㈹

　
　
　
　
午
後
4
時
か
ら
5
時

◆
会
　
場
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

東
北
電
調
葡
ド

、
入
ぷ
ろ
鷹
糞
購
難
灘
雛
教
室

◆
日
時
　
5
月
2
7
日
㈹

　
　
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分

◆
会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
定
員
1
5
名
　
　
　
　
　
・

◆
申
込
先

　
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
魯
5

2
1
3
1
0
7

司
法
難
嚢
雛
響

　
　
蒸
撚
雛
難
緩
㎜
獺
群

　
　
　
蛮
懸
纏
灘
盤
『
番

　
借
金
返
済
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

新
潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
電

話
で
の
相
談
を
お
受
け
し
、
法
律
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時
　
6
月
1
5
日
印

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

◆
電
話
番
号

　
0
2
5
－
2
2
9
1
6
0
3
1

◆
相
談
無
料

鑛離

群｝通り山

華奈剃原町

著勤原町

叢學｝倉俣

喜箋｝如来寺

驚勤山崎

羊蓉｛樋・

木鈴モや也酵和

木鈴モ％大肋
貴

健謝高野

鹸昇小柳

美劃井・

幾
．
脚
．
鋼
懲
“

　
　
重
東
芋
小

錨
壮
子
雄
子

貴
益
幸

　
原
木
老
島
・

鈴
海
太
樋

｛
　
　
｛

山
間
内
地
地
中
沢
中
溝
沢

　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
木

．
下
角
堀
重
重
田
田
宮
干
朴

）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）

　
6
0
9
0
1
7
3
8
1
2

　
8
8
7
7
8
8
5
6
7
9

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
い
郎
シ
一
セ
一
雄
男
イ
シ

つ
三
ヨ
　
　
ト

は
富
ミ
亀
チ
朝
文
正
キ
ヨ

木
澤
楽
木
口
田
野
口
田
口

鈴
瀧
吉
鈴
大
川
星
樋
廣
樋
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

褻通顯敬纏購報
　　欝灘瞬議
●交通事故件数　　　　　　9件

●死者　　　 O「人

●傷者見　　9人
●死亡事故ゼロ・　　1，630日

平成9年5月10日広報なかさと



　国道353号線倉下地内において夜問全面通行止めと時間通行

止ゆが次により行われています。

一・一一一一一夜間全面通行止め一一・一一一

　期間　5月8日～6月13日
　時　間　　午後9時から午前5時

　　　　　　ただし、土曜午後9時から日曜午前5時、日曜午

　　　　　後9時から月曜午前5時を除きます。

一一一一一時間通行止め一一一’一一
　期間　5月『6日～7月4日
　時・間　　次の時間帯は通行できません。

　　　　　　●　8：20～　8：40　　●13：10～13：30

　　　　　　・9：40～10：00　・14：20～14：40
　　　　　　・11：00～U：20　・16：00～16：20
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私
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へ
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9
、
鰺
勧
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へ
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蜜
室
・
条

　
塔
モ
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拾
だ
暢
し
く
て

　
　
㌧
な
”
厚
．
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』
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長山医院謬扇智

中条病院禅碕鴇1

大島医院響冨罰

大坪医院響碕謝

古藤医院誉南綿

上村病院響里2薪1

⑳
⑳
⑳
㊧
②
②

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

家
族
で
ど
こ
か
に
行
か
れ
た
方
、

山
菜
採
り
を
し
た
方
、
農
作
業

に
精
を
出
し
た
方
な
ど
種
々
の

過
ご
し
方
を
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
5
月
3
日
に
行

な
わ
れ
た
成
人
式
、
若
い
っ
て

ほ
ん
と
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で

す
。
「
戻
り
た
い
け
ど
戻
れ
な
い
」

こ
ん
な
言
葉
が
自
分
の
頭
の
中

を
め
ぐ
り
ま
す
。

　
7
月
1
日
か
ら
空
き
缶
等
の

投
げ
捨
て
に
関
す
る
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
人
が
ゴ
ミ
を
捨

て
る
と
こ
ろ
を
見
た
時
、
な
か

な
か
注
意
で
き
な
い
も
の
で
す

が
勇
気
を
も
っ
て
伝
え
た
い
も

の
で
す
。

／5月15日～6月5日＼

カレンダー一
15休）

レクゲーム研修会　合総合センター

16（金） ∈）19：30～21：00
心配ごと相談（廣田和子）　倉ディサービス／
センター　（D13：30～16：00

17（土）

バードウォッチング　合七ツ釜駐車場
06：00～9：00
ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール／
（D11：00～11：40

19（月）

遊びの教室　合総合センター

120㈹
09：30～10：00受付
英会話初心者教室　合総合センター
㊤19：30～21：00

121㈱
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

122休1）

ポリオ生ワクチン　合保健センター
∈）14：00～14：30受付

成分献血　合総合センター

123働
㊤9：30～10：30・13：00～15：00受付

心配ごと相談（樋口虎治郎）　合ディサービ1
スセンター　（D13：30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

・24（土）

ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール1
戴1
・“r　　、■ （D11：00～11：40

26（月）

日本脳炎　合保健センター

…27㈹ 014：00～14：30受付英会話初心者教室　合総合センター
㊦19：30～21：00

日本脳炎　合保健センター

28（掬 ∈）14：00～14：30受付
補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

、29（木） 1歳児半健診　合保健センター
（D13：00～13：30受付

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

30（金） 心配ごと相談（山田虎一）　合ディサービス
センター　013：30～16：00
レクゲーム研修会　合総合センター
∈）19：30～21：00

31（土）

ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
∈）11：00～11：40

2（月） 麻しん　合上村病院　（D14：00～14：30受付

3（火） 英会話初心者教室　倉総合センター
（D19：30～21：00

基本健診、胸部健診（70歳以上）　合総合セ

4（掬
ンター　㊤9：00～10：30・13：00ん14：30受付・
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

5休）
基本健診、胸部健診（70歳以上）　合総合セ『
ンター　（D9：00～10：30・13：00～14：30受付

畿灘鍵驚饗灘、、顯纏纏灘

村民憲軍　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。ウグイスユ　　リ

世帯数1，636（一1）人ロ男3，300人（一6）女3，311人（一6）計6，611人（一12）

　
　
在
比

　
　
　
現
月

　
　
末
揃

ギ
　
月
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．
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